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なぜこの論文を読もうと思ったのか？ 

  

・継続的な舌機能の学習として本論文に至る。 

  

内 容 

背景 

  

・高齢者では誤嚥が増加し、肺感染や肺炎に至る可能性があります。後者は、罹患率/死亡率の主要な原因であ

り、老人ホームの高齢者の死因の第一位である。 

  

・筋肉のサルコペニアは、加齢による舌骨運動を減少させる上で主要な原因となり、その結果として高齢者の

誤嚥リスクが高まることがある。 

  

・顔面筋の筋萎縮および脂肪浸潤による年齢関連の筋力低下は、高齢者の嚥下障害を引き起こす可能性があり

ます。 

  

・安全な嚥下の重要な要素は、舌骨を上げ安定させ、気道を保護するオトガイ舌骨（GH）筋です。 

  

目的 

  

・この研究は、高齢者の老化および誤嚥がオトガイ舌骨筋の筋萎縮および脂肪浸潤と関連しているかどうかを

調べることを目的とした。 

  

 

 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23112114


方法 

  

・CT 康高齢者（平均年齢 78 歳）および 40 歳の若年成人（平均年齢 32 歳）の頭部および頸部の CT を分析し

ました。 

  

・矢状面および冠状面における二次元ビューを用いて、オトガイ舌骨筋の GH 断面積および脂肪浸潤を測定し

ました。 

  

・40 人の高齢者のうち 20 人の誤嚥者および 20 人の非誤嚥者が同定されていました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



結果 

  

・オトガイ舌骨筋 GH の断面積は、女性よりも男性が大きかった。 

  

・断面積の減少は老化に関連し、断面積は非誤嚥者に比べて誤嚥者で有意に小さかったが、高齢男性のみであ

った。 

  

・脂肪浸潤の増加は、オトガイ舌骨筋 GH の中間および後部で加齢と関連していた。 

  

・誤嚥者と非誤嚥者間でオトガイ舌骨筋 GH の脂肪浸潤に有意差はなかった。つまり、オトガイ舌骨筋 GH に

おける脂肪浸潤は、加齢とともに増加したが、誤嚥とは関連していなかった。 

  

・オトガイ舌骨筋 GH の筋萎縮は、加齢および誤嚥と関連していました。 

  

・これらの知見は、オトガイ舌骨筋 GH の萎縮が、高齢者の嚥下の安全性および嚥下能の低下の一因となり得

ることを示唆しており、さらなる調査が必要である。 

  

私見・明日への臨床アイデア 

  

・ST が在籍する施設は良いが、在宅など不在の場合は、担当する PTOT なども多少観察眼を身に付けておく必

要があると思われる。誤嚥リスクのみならず、リハビリと栄養の観点からも、触知観察できる範囲で嚥下能を

確認できるように心がけていきたい。 
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